
ＮＰＯ法人倉敷町家トラスト 

平成 25 年度事業計画書 

事業実施の方針 

＊第３６回全国町並みゼミ倉敷大会開催 

＊備中地域町並み保全・活性化会議での活動 

＊地域資産の活用として町家再生・利活用と資金調達 

＊Kurashikimaps プロジェクトの推進 

＊東日本大地震復興支援活動 

＊中心市街地の町家調査 

＊倉敷中心市街地のより良い景観形成に関する研究・調査・啓発と提言 

＊伝統的構法を用いた木造建築物の防災・耐震化促進活動 

＊市内外の多様な業種の専門家の参加とネットワークづくり 

＊暮らしの質を高める活動の実施 

＊中心市街地活性化計画に伴う事業の推進 

《展開》 

本年度は第３６回全国町並みゼミ倉敷大会を実行委員会の中心組織として開催する。また備中地域の町

並み保全団体との交流・情報交換などを通じて、ネットワークの形成と町並み保全事業の進展を図る。 

倉敷駅北の商業施設など中心市街地の開発に伴い、まち並みが変わってきている。今後中心市街地の町

並み形成への影響等を考えると、町家及び地域資産の調査研究を継続し各種機関へ提言することが期待さ

れる。 

引き続き、地域資産の活用として町家再生第一号の運営、町家の管理、資金調達の枠組み、町家再生建

築相談、中心市街地活性化計画に伴うまちづくり活動団体・行政・企業との協働での事業推進、専門家の

参加、ネットワークづくり、各種まちづくり啓発事業、全国の町家再生に取り組む団体との交流、などを

通じて活動を根付かせ、倉敷ならではの手法で、積極的に活動に取り組み、暮らしの質を高めるためにさ

まざまな活動を進める。 

東日本大震災を受け建築物の耐震の関心は高まり、倉敷市の重伝建地区では今後予想される南海・東南

海地震時の減災や日常の町家の防火・耐震化促進の対策が急がれる。この分野でも町家トラストの会員の

専門性が発揮できるものと考えている。東日本大地震復興支援活動も継続して進める。 

このような活動を継続推進するため、特に事務局機能の充実と、地域住民とのコミュニケーションを図

りながら、会員はもとより、地域住民や企業、行政との協働で作業を進める。 

１．組織の認知と参加を図るための広報計画と実施 

・くらしき手帖の発行・ホームページ、ブログなど情報発信の再整備・メールマガジンの発信およびメ

ディアへの情報提供 

２．地域資産活用と観光振興 

■町家再生第一号「御坂の家」運営で収益増加 

■町家・町並み再生事業の推進 

■町家活用事業 

３．会員拡大と資金調達の仕組み 

・継続的な活動実施のための資金調達の仕組みを作ることを様々な視点から検討を進めるなかで、倉敷

市と新たな資金支援の枠組みについても検討を進める。 

４．まちづくり活動への協力、連携など 

・情報受発信と共有、研修会や講演事業企画および支援と連携 

・毎週土曜日に事務所を開所〔倉敷市東町１－２１〕 

町家再生建築相談受付、地域イベント、講座開講など幅広い活動拠点としてまちづくり活動に協力 

・全国町並みゼミ全国大会開催 

５．町家データベース作り 

・町家調査の実施（継続実施） 

・空き家データベースシステムの基礎資料作成、所有者の意思確認、物件提供の条件整理等公開情報

提供を検討 

６．事務局体制の充実 

・事務所およびスタッフ充実 ・財源確保のための補助金等への申請 

７．その他事業推進のための活動等 

  ・Kurashikimaps：倉敷遺産地図情報アプリ開発と活用プロジェクトの推進 

（トヨタ財団助成） 

《組織の運営》 

１． 理事会の開催  毎月１回 第１金曜日 １０：００～ 

２． 部会、プロジェクトの推進  各種事業の運営管理を徹底するため理事を中心に部会運営を進め、

必要に応じて各種プロジェクトチームを構成し事業の進行を図る。 


